
バイローカル運動と地域に根ざした「良い商い」- 昭
和町「うさぎとぼく」が紡ぐコミュニティの物語

朝の散歩道で見かける小さな珈琲店、近所の商店街で長年続く八百屋さん、子どもの頃から通い続けてい

る文房具店。これらの存在が私たちの日常にどれほど深い影響を与えているか、普段は気づかないかもし

れません。しかし、「バイローカル運動」という視点を通して見ると、こうした地域の商いが持つ真の価値が浮

かび上がってきます。

バイローカル運動とは何か

バイローカル運動の核心は「地域の良い商いを生活者が守り、育てること」にあります。この運動は、地産地

消と同じような考え方に基づいており、地元の商店で買うことが良質な商いを育て、地域の魅力を増すこと

につながるという信念から生まれました。

ここで重要なのは、バイローカル運動が単なる経済活動の選択肢を提示しているのではないということで

す。むしろ、私たちの生活そのものの質を高める社会運動として位置づけられています。地域に根ざす商い

は、食の安全や安心、地域の助け合いを支え、日々の暮らしを豊かにしてくれるだけでなく、ロングライフ、

子育て、働く場の提供など、様々な社会的機能を果たしているからです。

「良い商い」とは何を意味するのか

それでは、バイローカル運動が言う「良い商い」とは、具体的にどのようなものでしょうか。この問いに答える

ためには、従来の商業活動と「良い商い」の違いを理解する必要があります。

従来の商業活動が主に利益の最大化を目的とするのに対し、「良い商い」は地域コミュニティ全体の持続可

能性と繁栄を視野に入れた事業活動です。昔ながらのお店は地域に伝統や品格を与え、新しく生まれたお

店は新しい風を吹き込みます。この両方が組み合わさることで、地域には独特の文化的土壌が形成される

のです。

「良い商い」の特徴を整理すると、経済的価値の創出を超えて、地域コミュニティの社会的・文化的基盤を支

える役割を果たす事業体ということができます。つまり、商品やサービスを提供するだけでなく、地域住民の

生活の質向上、コミュニティの結束強化、地域文化の継承と発展に貢献する商いなのです。

阿倍野昭和町「うさぎとぼく」という実例

理論だけでは「良い商い」の本質を理解するのは難しいかもしれません。そこで、大阪の阿倍野昭和町にあ

る珈琲店「うさぎとぼく」を事例として、バイローカル運動の理念が実際の地域でどのように実現されている

かを見てみましょう。

地域への深い根ざし方



「うさぎとぼく」の店主は、カフェのオープンにあたって阿倍野の昭和町という街に引っ越してきました。これは

単に商業的な立地選択ではありません。「この地域で自分たちのお店を育てていくということ。お店も自分た

ちもこの地域を必要とし、また必要とされる存在になっていくことができれば」という言葉が示すように、生活

者として地域に住み、その一員として商いを営むという真摯な姿勢があります。 
この姿勢は、多くのチェーン店や外部資本の店舗とは根本的に異なります。店主が地域住民として生活する

ことで、地域の日常的な課題や喜びを肌で感じ、それを商いに反映させることができるからです。 

歴史と現代の架け橋 

「うさぎとぼく」は築約 90年の長屋で営まれるスペシャルティコーヒーの専門店です。この設定自体が、バイ
ローカル運動の理念を体現しています。歴史的建造物を活用しながら現代的なコーヒー文化を提供すること

で、昭和町の伝統的な街並みに新しい生命力を吹き込んでいるのです。 
長屋という建築形式は、かつて日本の都市部で一般的だった共同住宅の形態です。隣人同士の距離が近

く、自然とコミュニティが形成される構造を持っています。この歴史的な空間でコーヒーを提供することは、単

なるノスタルジアではなく、現代において失われがちな人と人とのつながりを再生する試みといえるでしょう。 

社会的責任の具体的実践 

特筆すべきは、店主が精神保健福祉士でもあり、福祉施設向けのマーケティング勉強会や保護猫活動など

への支援を行っていることです。また、地域で活動している保護猫ボランティアへの支援も行っています。 
これらの活動は、珈琲店としての本業とは直接関係ないように見えるかもしれません。しかし、バイローカル

運動の視点から見ると、これこそが「良い商い」の本質なのです。商業活動を通じて得た利益や影響力を、

地域社会の課題解決に還元することで、持続可能な地域コミュニティの形成に貢献しているからです。 

情報発信による地域価値の向上 

「うさぎとぼく」は SNSで地域情報の発信にも力を入れています。これは単なる店舗宣伝ではなく、昭和町と
いう地域全体の魅力を外部に発信する取り組みです。小さな珈琲店が地域のスポークスマン的役割を果た

すことで、昭和町のブランド価値向上に貢献しているのです。 
このような情報発信活動は、大手チェーン店では実現が困難です。なぜなら、チェーン店は全国統一のマー

ケティング戦略を取る必要があり、特定地域の個別の魅力を発信するインセンティブが働かないからです。 

住民の日常生活に現れる変化 

理論や事例紹介だけでは、バイローカル運動の真の価値は伝わりません。最も重要なのは、こうした「良い

商い」が住民の日常生活にどのような変化をもたらすかということです。 

新しい居場所の創出 

「うさぎとぼく」の店内飲食は大人 2名様までという小さな空間設定は、実は地域住民にとって重要な意味を
持っています。大型チェーン店のような広々とした画一的な空間ではなく、長屋という歴史的建造物を活用し

た親密な空間は、住民にとって「もう一つの居間」のような役割を果たしているのです。 



現代社会では、家庭と職場以外の「第三の場所」の重要性が指摘されています。「うさぎとぼく」のような小さ

な珈琲店は、まさにこの第三の場所として機能し、近所の人同士が自然に顔を合わせ、軽やかな会話が生

まれる場所となっているでしょう。 

経済循環の可視化と実感 

店主は「いただいた支援は地域経済を回すためや保護猫の支援に使います」と明言しています。この透明

性は、住民が自分の消費行動が直接地域に還元されることを実感できる仕組みを提供しています。 
昭和町の住民が「うさぎとぼく」でコーヒーを飲むことが、単なる個人的な消費ではなく、地域全体への投資

になっているという意識を育むことができます。これは大手チェーンでは絶対に得られない体験であり、住民

の地域に対する当事者意識を高める効果があります。 

世代を超えた交流の促進 

築約 92年の長屋という建物自体が、昭和町の歴史を物語っています。高齢の住民にとっては懐かしい建
築様式であり、若い住民にとっては新鮮な空間として機能するでしょう。このような場所でコーヒーを共有す

ることで、世代間の自然な対話が生まれる土壌が形成されます。 
高齢者が昔の昭和町について語り、若い人が現在の街の変化について話す。そんな交流が日常的に起こ

ることで、地域の記憶と未来への展望が共有される場となっているはずです。 

社会課題への意識変化の促進 

保護猫の支援活動や福祉施設への支援など、店主の社会貢献活動は、住民にとって身近な社会課題を考

えるきっかけを提供しています。コーヒーを飲みながら自然に保護猫の話を聞いたり、障がい者施設の商品

について知ったりすることで、昭和町の住民の社会意識が少しずつ変化している可能性があります。 
これは教育的な押し付けではなく、日常的な会話の中で自然に社会課題に触れる機会を提供するという、非

常に有機的なアプローチです。 

地域アイデンティティの強化 

小さな長屋の珈琲店があることで、昭和町の住民は自分の住む街に対してより誇りを感じるようになってい

るでしょう。「私たちの街には、こんな素敵な珈琲店があるんです」と他の地域の人に紹介できることは、地

域への愛着を深める重要な要因となります。 
この心理的な変化は統計には現れませんが、確実に存在し、長期的には地域の活性化や住民の生活満足

度向上につながっていくのです。 

バイローカル運動が描く未来 

「うさぎとぼく」の事例を通じて見えてくるのは、バイローカル運動が目指す「生活者が良い商いを守り、育て

る」という理念の具体的な実践例です。住民は単なる消費者ではなく、地域コミュニティの一員として「うさぎ

とぼく」を支え、同時に自分たちの日常生活も豊かになっている。これこそが、真の意味での「良い商い」が

地域にもたらす循環的な価値なのです。 



この循環は一朝一夕に形成されるものではありません。店主の地域への深いコミットメント、住民の継続的

な支援、そして時間をかけた信頼関係の構築があってこそ実現するものです。しかし、一度この循環が形成

されると、それは地域全体の持続可能性と繁栄を支える強固な基盤となります。 
バイローカル運動は、グローバル化と効率化が進む現代社会において、人間らしい暮らしとコミュニティの在

り方を問い直す重要な視点を提供しています。「うさぎとぼく」のような小さな珈琲店が、実は私たちの社会の

未来を照らす灯台のような存在なのかもしれません。 
私たち一人ひとりが、どこで何を買い、どのような商いを支援するかという日常的な選択が、実は地域コミュ

ニティの未来を左右する重要な意味を持っているのです。バイローカル運動は、そのことを私たちに気づか

せてくれる貴重な機会といえるでしょう。 
 

 




